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コムシ日は、六脚類の最も原始的なグループの一つであり、六脚類の進化を考察する上で、コムシ日の目玉発生

通経を知ることは非常に3重要である。コムシ自の前際議形成()Jf盤葉燃からsf帯鶏にいたるsf発生過程)につい

ては、すでに、 Uzel (1898) の報告があるが、その記載内容は他の六脚類のそれと大きく異なっているため、再

検討が望まれてきた。われわれは、 1996年に得られたウロコナガコムシ療を透過光で観察したところ、言官僚管形

成期において特徴的なステージが存在ナることを確認し、組織学的手法を用いて、前』壬帝形成期の観察をおこ

なってきた。

結祭および考察

産下後およそ16時間で、卵表に細胞が並び、目主盤棄が形成される (Fig.la)。その後、医健葉を形成した細胞
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Fig. 1 Successive stages between blastoderm and germ band formations In Lepidocampa weberi (a-f).. bl: 

blastoderm， ch: chorIon， syc: secondary yolk cell， y: yolk. Scale = 100μm. 
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は、渡倒jに向かつて移動を始める (Fig.1b)。やがて、この絡胞の移動によって、背側の卵表では繍施はほとん

ど観察されなくなる (Fig.lc)。腹倒ijに集まった細胞の背中側には二次卵笈細胞が分化すーる。廃盤繋が形成され

てから 2時間後には、細胞は卵表の1/3を占める細胞塊を形成する (Fig.ld) 0 細胞塊の中央部は窪んでおり、

一層の絡総からなっている O 背中鱒の卵表;こは、縮施性の携迭は認められない。

その後、細胞塊を形成した細胞は、再び背側の卵表を覆うように背方に移動をはじめる (Fig.le)。この移動

に伴って、二次卵黄細胞が背方の卵表にも見られるようになることから、この細胞の移動は前ステージの細胞

塊の縁部の紹胞のみによりおこるの勺はなく、純胞塊全体をまきこんだものであると忠われる。

この総来、数待題後には、再び会事辞表i主総胞で覆われるようになり、競穏には直径100pmほどの綴施塊が残

される (Fig.lf)。そして、この後 1日半たつと、内層で裳打ちされた長大なJlf帝が形成される。 Fig.lfの状

態において、すでに細胞塊の背方の細胞が中座望書に分化している可能性があるが、目玉幣が形成されるまでの過

程については、今回、詳しく緩察することができなかったので、今後の諜怒としたい。

以上のようなウロコナガコムシの前妊帯形成は、同じくコムシ呂の Cα拙podeasぬphyli1を闘についてのひzel

(1898)のそれとほぼ一致する。コムシ自の前阪帝形成は他の六脚類、寸なわち、 トピムシに代表される欠尾

類や、イシノミ・シミ・有麹昆虫類からなる外顎類と大きく奥なったもので、このような前座帯形成はコムシ

震の特徴で、あるといってよいであろう。
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